
 

森林活用企画：俺の野鳥の森 

１ 概要 
野鳥等の観察用に森林をレンタルします。レンタルした森林は、自分が好きなように

アレンジ出来ます。野鳥観察がし易い様に木や枝を切る、巣箱をかける、などのほか、長
期レンタルであれば、野草や樹木を植えることも可能です。（ただし、キャンプ等は禁
止） 

オプションで、家に居てもレンタルした森林が楽しめるように、ライブビューカメラ
を設置するサ－ビスも提供します。 

 

２ 着眼点「森林の持つ生物多様性機能」（的確性） 
広葉樹林の持つ生物多様性を価値化したいと考えました。 

 
３ 対象（ターゲット）（実現性） 

 野鳥愛好家 
 自分だけの森林空間をデザインしたい人 
 森林に出かけることが出来ないけど、四季の移ろいを楽しみたい人 

 
４ 事業内容（実現性） 

 森林空間のレンタル、ライブビューの提供 
（１） フィールドについて 

自社所有林のほか、複数の森林所有者と提携し、利用者の希望に合致するロケー
ションの森林を提供できるようにします。キャンプ等の利用ではないので山火事や
ゴミの問題が発生しないため、周囲とのトラブルの危険が少なく、周囲の森林所有
者の理解も得やすいと考えています。 

 
（２） レンタル料について 

日単位から、複数年まで多様なプランを設定します。基本料金のほか、木を伐
った場合等は、追加料金が発生するなどの料金設定を考えています。 

料金例 ２,000 円／日／1 区画（概ね 300m2 程度） 
 

（３） レンタル場所の設定 
レンタル対象森林は、周囲をロープで囲って境界を明確にしておきます。その区

域内で利用者がレンタルする区域の中心に印を点けてレンタル場所を設定。区域は
中心から半径 10m の範囲（約 300m2）。利用者は、利用開始前に、森林の状況を、
GPS 機能付きのカメラで撮影して登録。 

記載例 



 

 

５ 事業の社会的意義（波及効果） 

最小限の環境への負荷で未利用の森林を価値化します。また、森林に関わる機会を創出
することにより、森林・自然等への関心を高めることが期待出来ます。森林所有者のモチ
ベーション向上にもつながり、相続の放棄などの件数も減少するのではないかと考えてい
る。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

６ 事業を行うにあたっての課題（実現性） 
森林空間をレンタルするにあたり、周辺の森林所有者の理解や境界が曖昧な森林も多

いことから地元森林組合の協力を得ることが必要であると考えています。 
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